
表紙の写真
　表紙は、河原田小学校通学路の朝の一コマです。
　新型コロナウイルス感染症予防対策でマスクをし
ながら、登校する姿がみられました。
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４
月
12
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
佐
渡
市
長
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
、
渡
辺
竜
五
氏
（
55
）
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
20
日
に
初
登
庁
し
た
渡
辺

市
長
は
、
多
く
の
職
員
に
拍
手
で
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
数
22
人
か
ら
21
人
と
な
っ
た
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
も
同
時
に
行
わ
れ
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市長選挙開票結果
氏名 党派 得票数

当 渡辺　竜五 無所属 11,210票
三浦　基裕 無所属 10,576 票
藤木　則夫 無所属 7,272 票
宇治沙耶花 無所属 3,332 票
後藤　浩昌 無所属 242 票

有効票 32,632 票　　無効票 364 票

市長選挙投票結果
　 男 女 計

有権者数 22,218 24,310 46,528
投票者数 16,098 16,898 32,996
投票率 72.45％ 69.51％ 70.92％

市
長
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
支
持

を
い
た
だ
き
、
佐
渡
市
長
と
し
て
市
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
渡
市
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
い
こ
と

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

全
国
で
猛
威
を
ふ
る
い
、
大
変
厳
し
い
船
出

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
強

い
使
命
感
に
変
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全

を
守
り
、
佐
渡
市
に
賑
や
か
さ
を
取
り
戻
す

た
め
精
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
状
況
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
不
要
不
急
の
人
の
移
動
を

控
え
る
こ
と
や
密
集
状
態
を
避
け
る
こ
と
、

そ
し
て
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗
い
の
励
行

な
ど
、
適
切
な
知
識
や
予
防
対
策
な
ど
の
情

報
共
有
を
図
り
、
島
民
一
丸
と
な
っ
た
対
策

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
何
卒
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
影
響
で
落
ち
込
む
島
内
経
済
に
つ
い

て
は
、
国
、
県
の
経
済
対
策
を
的
確
に
把
握

し
、
ス
ピ
ー
ド
を
最
優
先
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
私
が
こ
の
た
び
掲
げ
た
公
約
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
き
、「
前

に
進
め
る
市
政
へ
」
を
基
本
に
、
地
域
の
声

を
聴
き
、
地
域
の
拠
点
と
な
る
支
所
づ
く
り

を
進
め
る
と
も
に
、
人
口
減
少
対
策
、
安
全

安
心
な
島
づ
く
り
、
教
育
、
文
化
の
島
づ
く

り
に
全
力
を
尽
く
し
取
り
組
み
、
佐
渡
に
賑

や
か
さ
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

佐
渡
市
長　

渡
辺　

竜
五
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職員の出迎えを受けて渡辺市長初登庁



市議会議員当選者（敬称略）　
※�氏名、年齢（4月18日現在）、住所、党派を掲載。
得票順。

広瀬大海（42）
二見 無所属

北啓（31）
河原田本町 無所属

佐藤定（62）
椎泊 無所属

近藤和義（66）
平清水 無所属

林純一（58）
栗野江 無所属

平田和太龍（35）
金井新保 無所属

佐藤孝（63）
小木町 無所属

坂下善英（69）
北田野浦 無所属

山田伸之（44）
東大通 公明党

後藤勇典（40）
三瀬川 無所属

室岡啓史（39）
上横山 無所属

中川直美（61）
椿尾 日本共産党

山本卓（68）
新穂 無所属

金田淳一（60）
赤泊 無所属

中川健二（66）
羽茂本郷 無所属

稲辺茂樹（56）
八幡町 無所属

上杉育子（58）
千種 無所属

中村良夫（67）
岩首 日本共産党

山本健二（54）
真野新町 無所属

荒井眞理（55）
八幡町 無所属

駒形信雄（65）
羽茂滝平 無所属

市議会議員一般選挙投票結果
　 男 女 計

有権者数 22,218 24,310 46,528
投票者数 16,091 16,895 32,986
投票率 72.42％ 69.50％ 70.89％

得票数 氏名 党派
当 2,182.085 佐　藤　　　定 無所属
当 1,929 北　　　　　啓 無所属
当 1,855 広　瀬　大　海 無所属
当 1,795 山　田　伸　之 公明党
当 1,704 坂　下　善　英 無所属
当 1,590.913 佐　藤　　　孝 無所属
当 1,577 平　田　和太龍 無所属
当 1,459 林　　　純　一 無所属
当 1,449 近　藤　和　義 無所属
当 1,428.554 中　川　健　二 無所属
当 1,401 金　田　淳　一 無所属
当 1,324.541 山　本　　　卓 無所属

市議会議員一般選挙開票結果
得票数 氏名 党派

当 1,310.572 中　川　直　美 日本共産党
当 1,143 室　岡　啓　史 無所属
当 1,115 後　藤　勇　典 無所属
当 1,107 駒　形　信　雄 無所属
当 1,107 荒　井　眞　理 無所属
当 1,105.328 山　本　健　二 無所属
当 1,105 中　村　良　夫 日本共産党
当 1,054 上　杉　育　子 無所属
当    970 稲　辺　茂　樹 無所属

   911 野　口　　　忍 無所属
　    908 佐々木　ひとみ 無所属

   795 伊　藤　　　剛 無所属

佐渡市議会議員

有効票 32,326 票　無効票 660 票　あん分切捨票 0.007 票
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令和２年度  当初予算の概要をお知らせします

一般会計予算　445億293万円
令和元年度当初予算比　　＋15億293万円（＋3.5％）
特別会計をあわせた総額では614億5,964万円（前年度比18億4,883万円の減）となりました。�
一般会計の当初予算は、議員提案による修正案が可決されたため、修正後の内容にしています。

　老朽化に伴う公共施設等の改修や教育環境・生活インフラ等の整備のための普通建設事業のほか、社会保障経費や会
計年度任用職員制度による新たな財政需要などに対応するとともに、施策の継続性に考慮して予算編成を行いました。

歳入予算の特徴　※かっこ内は前年度比
◎市税の確保�
　市税　50億6,982万円【＋5,172万円（＋1.0％）】
◎地方消費税交付金の増額�
　地方消費税交付金　12億3,000万円【＋1億9,000万円（＋18.3％）】
◎ふるさと納税の推進�
　佐渡ふるさと島づくり寄附金　2億5,000万円【＋5,000万円（＋25.0％）】
◎諸収入の減額�
　プレミアム付商品券売払収入　0円【△3億2,000万円（皆減）】
◎財源対策�
　市債　48億3,620万円【＋11億9,840万円（＋32.9％）】
　基金繰入金　30億9,439万円【＋4億197万円（＋14.9％）】

歳出予算の特徴　※かっこ内は前年度比
◎普通建設事業の増額�
　普通建設事業　68億8,588万円【＋20億7,884万円（＋43.2％）】
◎会計年度任用職員制度の開始に伴う人件費の増額�
　会計年度任用職員給与費等　14億684万円【＋14億684万円（皆増）】
◎特別会計・公営企業会計への繰出金（社会保障・福祉施設運営費）の増額
　介護保険特別会計繰出金　14億718万円【＋8,795万円（＋6.7％）】
　すこやか両津特別会計繰出金　1億7,740万円【＋3,130万円（＋21.2％）】
　後期高齢者医療特別会計繰出金　2億4,930万円【＋1,265万円（＋5.1％）】
　歌代の里特別会計繰出金　2,843万円【＋180万円（＋3.7％）】
　病院事業会計費（両津病院・相川病院への負担金・補助金・出資金）�
　 　3億8,832万円【＋129万円（＋0.3％）】

　その他自主財源には、諸収入（9 億 3,089 万円 )、使用料及
び手数料（6億 7,473 万円）などがあります。
　その他依存財源には、地方消費税交付金（12億 3,000 万円）
などがあります。

　その他には、積立金（7 億 298 万円）、維持補修費（5 億
3,696 万円）、投資及び出資金（2 億 6,659 万円）などがあ
ります。

◆一般会計
<歳入 > <歳出 >

歳入総額

445億
293万円

歳出総額

445億
293万円

市　 税
50億6,982万円
11.4%

人件費
81億2,152万円
18.3％

公債費
73億1,810万円
16.5％

扶助費
41億1,218万円

9.2%投資的経費※４
68億9,589万円
15.5%

補助費等
60億1,671万円

13.5%

物件費
57億41万円

12.8%

繰出金
38億8,345万円

8.7%

貸付金
9億814万円

2.0%

その他
15億4,653万円
3.5%

繰入金
31億1,806万円
7.0%

自主財源※１
105億7,483万円
23.8%

依存財源※２
339億2,810万円
76.2%

その他自主財源
23億8,695万円
5.4%

地方交付税
198億円
44.6%

市　 債
48億3,620万円

10.9%

県支出金
39億3,366万円

8.8%

国庫支出金
34億8,824万円

7.8%

その他依存財源
18億7,000万円  4.1%

義務的経費※３
195億5,180万円

44.0%

※１　自主財源　市が自主的に収入することができるお金です。　　※２　依存財源　国や県から定められた額を交付されたり割り当てられたりするお金です。
※３　義務的経費　毎年必ず必要となる固定的な支出で、削減が難しい経費です。　※４　投資的経費　公共施設・道路・学校などの整備のために支出される経費です。

【内訳】	 ○普通建設事業	 68 億 8,588 万円	 15.5％
	 ○災害復旧事業	 1,001 万円	 0.0％

市報さど　令和2年5月号



◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と
区分して経理する会計です。令和２年度は下水道特
別会計の廃止に伴い、国民健康保険特別会計など10
会計となりました。
区　　　分 令和2年度予算 前年度からの増減額
国民健康保険 59億6,200万円 △1億6,800万円
後期高齢者医療 8億2,320万円 5,900万円
介 護 保 険 90億2,360万円 2億1,600万円
小 水 力 発 電 3,500万円 0万円
歌 代 の 里 4億6,610万円 520万円
すこやか両津 6億3,610万円 5,450万円
五十里財産区 19万円 0万円
二 宮 財 産 区 335万円 10万円
新畑野財産区 382万円 35万円
真 野 財 産 区 335万円 10万円

◆市債の状況
　市債は、市が普通建設事業などを実施する時に借り
入れるお金で、市の借金にあたります。

区　　　分
年度末現在高見込

令和元年度 令和2年度
一 般 会 計 552億8,074万円 531億5,663万円

特別
会計

下 水 道 194億6,624万円 0万円

すこやか両津 2億6,774万円 2億1,544万円

公営企
業会計

水道事業 139億7,171万円 137億2,349万円

下水道事業 0万円 191億9,530万円

病院事業 4,500万円 5,699万円

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業
で、水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計があります。
下水道事業は令和２年度から公営企業会計となりました。

区　　　分 令和2年度予算 前年度からの増減額
水
道
事
業

収益的
収支※5

収入 27億4,304万円 △563万円
支出 27億4,304万円 1,668万円

資本的
収支※6

収入 12億5,936万円 △2億1,415万円
支出 20億2,132万円 △2億   316万円

下
水
道
事
業

収益的
収支※5

収入 34億5,312万円 34億5,312万円
支出 34億1,216万円 34億1,216万円

資本的
収支※6

収入 16億3,184万円 16億3,184万円
支出 24億1,308万円 24億1,308万円

病
院
事
業

収益的
収支※5

収入 15億   729万円 △6,792万円
支出 19億5,618万円 919万円

資本的
収支※6

収入 1億5,624万円 △3,978万円
支出 4,096万円 △2,245万円

※５　収益的収支　経営活動で発生する利益とそれに対応する経費です。
※６　資本的収支　 将来の経営活動に備えて行う建設改良費や企業債償還金などの

支出とその財源となる収入です。

◆基金の状況
　基金は、市の貯金にあたります。

区　　　分 年度末現在高見込
令和元年度 令和2年度

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 72億6,163万円 58億4,321万円
減 債 基 金 16億   980万円 14億1,069万円
その他特目基金 94億7,928万円 87億   540万円
定 額 運 用 基 金 10億3,158万円 10億3,164万円

特
別
会
計

国民健康保険事業財政調整基金 2億8,587万円 2億8,589万円
介護給付費準備基金 3億4,504万円 2億1,188万円
小水力発電所運営事業基金 2,471万円 3,294万円
特別養護老人ホーム
歌代の里運営基金 1万円 1万円

五十里財産区財政調整基金 1,531万円 1,531万円
二宮財産区財政調整基金 1,364万円 1,364万円
真野財産区基金 266万円 266万円

お問い合わせ　 財政課予算係 
☎６３－３１１４

◆市民一人あたりの予算の使いみち

5万円 10万円 15万円 20万円

（令和２年３月31日現在の人口53,563人で計算しています。）※かっこ内は構成比

その他

消防費

農林水産業費

土木費

衛生費

教育費

総務費

公債費

民生費
★民生費…高齢者、障がい者福祉や子育

て支援などに使われるお金
★公債費…市の借入金返済のために使わ

れるお金
★総務費…行政の運営や市税の徴収、広報

紙の発行などに使われるお金
★教育費…学校教育の充実や生涯学習の

推進などに使われるお金
★衛生費…ごみ処理や保健事業などに使

われるお金
★土木費…道路や公営住宅の整備などに

使われるお金
★農林水産業費…農林水産業の振興など

に使われるお金
★消防費…防災や救急活動などに使われ

るお金
★その他…議会費、労働費、商工費、災

害復旧費、予備費など

市民一人あたり予算 83万852円

18万695円（21.7％）

13万3,825円（16.1％）

11万9,658円（14.4％）

9万1,479円（11.0％）

8万8,064円（10.6％）

7万7,912円（9.4％）

6万6,001円（7.9％）

4万1,989円（5.1％）

3万1,229円（3.8％）

5 市報さど　令和2年5月号



6

お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
取
得
希
望
者 

講
習
会
開
催

　

狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
や
狩
猟
に

興
味
が
あ
る
方
を
対
象
に
鳥
獣
保
護
管
理

法
や
猟
具
の
取
り
扱
い
を
説
明
し
ま
す
。

６
月
14
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

佐
渡
地
域
振
興
局
（
相
川
合
同
庁
舎
）

 

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
お
申
し
込

み
い
た
だ
く
か
、
申
込
用
紙
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
問
い
合
わ
せ

先
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

６
月
１
日
㈪

県
佐
渡
地
域
振
興
局
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
74
―
３
４
２
８

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の 

不
妊
去
勢
手
術
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す

 

県
が
指
定
す
る
協
力
動
物
病
院
で
不
妊

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
、
手
術
費
用
を

支
払
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体

補
助
金
額　
オ
ス　
　

５
千
円

　
　
　
　
　

メ
ス　
　

１
万
円

※ 

手
術
費
用
が
補
助
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
実

費
額
と
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
31
日
㈬

 
申
請
前
に
手
術
を
行
っ
た
場
合
は
補
助

対
象
外
で
す
。

・
 

佐
渡
保
健
所
生
活
衛
生
課 

☎
74
―
３
３
９
９

児
童
手
当（
特
例
給
付
） 

受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

　

児
童
手
当
は
、
２
月
か
ら
５
月
分
（
新

規
に
認
定
さ
れ
た
方
は
認
定
通
知
書
に
記

さ
れ
て
い
る
支
給
開
始
月
か
ら
５
月
分
）

ま
で
を
、
６
月
10
日
㈬
に
支
給
し
ま
す
。

　

６
月
の
支
払
通
知
書
の
郵
送
は
省
略
し

ま
す
。

支
給
額
（
児
童
一
人
あ
た
り
月
額
）

　
児
童
手
当

　
　

３
歳
未
満
（
一
律
）　

１
万
５
千
円

　
　

３
歳
～
小
学
校
卒
業
ま
で

　
　

・
第
１
子
、
第
２
子　

１
万
円

　
　

・
第
３
子
以
降　
　
　

１
万
５
千
円

　
　

中
学
生
（
一
律
）　
　

１
万
円

　
特
例
給
付（
所
得
が
限
度
額
以
上
の
方
）

　
　

一
律　
　
　
　
　
　
　

５
千
円

子
ど
も
若
者
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
63
―
３
１
２
６

有
　
料
　
広
　
告

広
報
紙
「
市
報
さ
ど
」・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
広
告
掲
載
募
集

　

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

総
務
課
広
報
戦
略
室 

広
報
広
聴
係　

☎
63
―
５
１
３
９

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、イベント
や講習会などが中止または
延期になる場合があります。
ご了承ください。

市報さど　令和2年5月号



煙
突
の
施
工
不
良
や 

燃
え
か
す
の
不
始
末
に 

よ
る
火
災
に
注
意
！

　

煙
突
が
壁
や
屋
根
な
ど
の
木
材
と
接
し

て
い
た
り
、
不
燃
材
の
め
が
ね
石
等
が
使

用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
煙
突
の
熱

が
木
材
に
伝
わ
り
、
徐
々
に
炭
化
し
燃
え

や
す
く
な
り
出
火
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
煙
突
の
施
工

状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

中
央
消
防
署 

☎
51
―
０
１
２
３

　

両
津
消
防
署 

☎
27
―
３
５
５
５

　

相
川
消
防
署 

☎
74
―
０
１
１
９

　

南
佐
渡
消
防
署 

☎
88
―
３
１
１
９

交
流
事
業
に
係
る
交
通
費 

な
ど
を
支
援
し
ま
す

 

事
業
開
始
の
20
日
前
ま
で
に
市
役
所
地

域
振
興
課
（
第
２
庁
舎
）
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

12
月
28
日
㈪

姉
妹
都
市
と
の
交
流
事
業

　

姉
妹
都
市
の
埼
玉
県
入
間
市
や
東
京
都

国
分
寺
市
と
の
友
好
を
深
め
る
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

 
市
内
在
住
者
な
ど
10
人
以
上
で
構
成
し
、

島
内
を
中
心
に
１
年
以
上
活
動
し
て
い

る
団
体

 

次
の
交
流
事
業
に
係
る
交
通
費
や
宿
泊

費
な
ど
の
経
費
を
２
分
の
１
以
内
で
補

助
受
入
事
業　
子
ど
も
交
流

派�

遣
事
業　
子
ど
も
、
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ

ン
ト
交
流

市
外
の
地
域
活
動
団
体
と
の
交
流
事
業

 

市
内
在
住
者
な
ど
15
人
以
上
で
構
成
し
、

島
内
を
中
心
に
１
年
以
上
活
動
し
て
い

る
団
体

 

市
外
の
団
体
と
の
子
ど
も
交
流
や
イ
ベ

ン
ト
交
流
の
派
遣
、
受
け
入
れ
に
係
る

旅
費
な
ど
の
経
費
を
２
分
の
１
以
内
で

補
助

地
域
振
興
課
移
住
交
流
推
進
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）と 

自
動
車
税（
種
別
割
）の 

納
期
限
は
６
月
１
日
㈪
で
す

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
と
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
納
税
通
知
書
を
５
月
中
旬

に
発
送
し
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
税
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い
て

　

税
務
課
市
民
税
係　

☎
63
―
５
１
１
０

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い
て

　

県
佐
渡
地
域
振
興
局
収
税
課

　

☎
74
―
３
３
１
０

４
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

新
任　
本
間　

妙
薫
さ
ん

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
身
の
回

り
で
起
き
た
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

お
米
を
作
っ
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん 

田
植
え
後
の
水
管
理
を 

適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う

　

田
植
え
か
ら
10
日
間
程
度
は
や
や
深
水

状
態
に
、
そ
の
後
は
や
や
浅
水
管
理
で
茎

の
発
生
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　

田
植
え
後
30
日
を
め
や
す
に
中
干
し
を

開
始
し
、
生
育
量
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
普
及
課　

　

☎
63
―
４
３
８
５

煙
突
の
施
工
例

煙突の突出部は、屋根から
60㎝以上離す

貫通部には不燃材の　
めがね石等を使用する

15㎝以上離す

15㎝以上離す

金属製又は石綿製の煙突は
木材などの可燃材料から15㎝以上離す

お詫びと訂正

　先月お配りしました「令和２年度健康づくりサービス」の２６ペー
ジ「こころの健康相談会」の日程に誤りがありました。お詫びして
訂正します。正しい日程は次のとおりです。
 ５月１３日㈬、７月８日㈬、９月１６日㈬、１１月１８日㈬、
１月２０日㈬、３月１０日㈬

金井コミュニティセンターほか　 事前の予約が必要です。

佐渡保健所　☎７４－３４０７ 
　社会福祉課障がい福祉係　☎６３－５１１３

煙突の施工例

7 市報さど　令和2年5月号
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お
知
ら
せ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び 

　
　
　
　
　
　
　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を
支
援
し
ま
す

募
集
期
間

　

５
月
18
日
㈪
～
９
月
30
日
㈬

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

 

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に

お
住
い
の
市
民
の
方

・ 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
住
宅

・ 

一
戸
建
て
木
造
住
宅
（
店
舗
併
用
の
場

合
は
、
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
）

・
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

補
助
額　
上
限
10
万
円

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

 

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
塀
を
所
有
ま
た
は
管
理

し
て
い
る
方

・ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
で
造
ら
れ
、

通
学
路
や
避
難
経
路
等
に
接
し
て
設
け

ら
れ
た
塀

・ 

高
さ
が
１
ｍ
以
上
で
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
塀

対
象
工
事

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
工
事

・
塀
を
撤
去
す
る
工
事

・
塀
の
高
さ
を
１
ｍ
未
満
に
す
る
工
事

・ 
塀
を
撤
去
し
た
後
に
、
塀
を
築
造
す
る

工
事

補�

助
額　
工
事
費
の
３
分
の
２
以
内
（
上

限
10
万
円
）

建
設
課
建
築
係　

☎
63
―
５
１
１
８

蓄
電
設
備
等
の
設
置
費
補
助

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

蓄
電
設
備
設
置
費
補
助
金

　

市
内
に
導
入
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電

設
備
を
有
効
活
用
し
、
災
害
時
も
含
め

た
自
立
的
な
電
力
の
確
保
を
図
る
た
め
、

住
宅
用
蓄
電
池
の
設
置
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※ 

蓄
電
池
を
設
置
す
る
こ
と
で
太
陽
光
発
電
の
余

剰
電
力
の
蓄
電
が
可
能
と
な
り
、夜
間
や
停
電

時
に
そ
の
電
力
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

市
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電
設
備
と
常

時
接
続
す
る
住
宅
用
蓄
電
設
備
を
新

た
に
購
入
・
設
置
す
る
個
人

補
助
金
額

　

 

住
宅
用
蓄
電
池
の
購
入
費
お
よ
び
据

付
工
事
費
（
消
費
税
分
を
除
く
）
の
２

分
の
１
以
内
の
額
と
し
、
蓄
電
容
量
１

kWh
当
た
り
に
３
万
円
を
乗
じ
た
額
（
上

限
21
万
円
）

電
気
自
動
車
等
用
Ｖ
２
Ｈ
充
電
設
備

設
置
費
補
助
金

　

電
力
を
電
気
自
動
車
等
に
蓄
電
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
蓄
電
し
た
電
力
を
災
害
時

や
夜
間
等
に
家
庭
内
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
Ｖ
２
Ｈ
充
電
設
備
の
機
材

購
入
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

※ 

Ｖ
２
Ｈ
と
は「Vehicle to H

om
e

」（
ビ
ー
ク

ル
・
ト
ゥ・
ホ
ー
ム
）の
略
で
す
。

 

市
内
の
住
宅
・
事
業
所
に
Ｖ
２
Ｈ
充
電

設
備
を
新
た
に
購
入
・
設
置
し
よ
う
と

す
る
個
人
、
個
人
事
業
主
ま
た
は
法
人

補
助
金
額

　

 

Ｖ
２
Ｈ
充
電
設
備
の
機
材
購
入
費
（
消

費
税
分
を
除
く
）
の
２
分
の
１
に
相
当

す
る
額
（
上
限
75
万
円
）

 

申
請
書
類
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

環
境
対
策
課
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

初
心
者
向
け 

原
木
乾
し
い
た
け 

　
　
　
　

生
産
技
術
講
座

　

初
歩
的
な
生
産
技
術
を
学
べ
る
座
学
・

実
習
を
年
４
回
程
度
行
い
ま
す
。

 

新
規
就
業
や
作
目
拡
大
を
図
る
た
め
、

新
た
に
原
木
乾
し
い
た
け
の
生
産
を
は

じ
め
た
い
方
・
は
じ
め
て
間
も
な
い
方

※
自
家
消
費
の
み
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

５
月
22
日
㈮

 

佐
渡
農
業
振
興

連
絡
会
き
の
こ

振
興
会
事
務
局

（
県
佐
渡
地
域

振
興
局
林
業
振

興
課
）
☎
74
―

３
３
２
９

ウイルス性肝炎（Ｂ型
Ｃ型）検査、 

エイズ検査、梅毒検査の 
ご案内

 ５月14日㈭、28日㈭ 
午後１時～２時

佐渡保健所

 前の週の金曜日までに事前
の予約が必要です。検査は、
いずれも無料かつ匿名で、結
果は約１時間で分かります。
まずはご相談ください。

・ 佐渡保健所 
　☎７４―４３００

市報さど　令和2年5月号



 
５
月
12
日
は 

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

～
支
え
あ
う　
住
み
よ
い
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
か
ら
～

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
生
活
上
の
悩
み

ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
・
支
援
や
行
政

機
関
等
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
２
０
０
人
を
超
え
る
委
員

が
活
動
し
て
お
り
、
お
住
ま
い
の
場
所
に

よ
っ
て
担
当
委
員
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
児
童
健
全
育
成

活
動
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委

員
も
い
ま
す
。

　

法
律
に
よ
り
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談

の
内
容
や
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

担
当
委
員
は
、市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

４
月
１
日
に
委
嘱
さ
れ
た 

新
た
な
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

相
川
地
区
（
南
片
辺
、
北
片
辺
）

　
　
　
　
　
　

担
当　

小
松　

隆
晴
さ
ん

　

新
穂
地
区
（
皆
川
、
舟
下
）

　
　
　
　
　
　

担
当　

雜
賀　

隆
夫
さ
ん

　

新
穂
地
区
（
井
内
、
上
新
穂
）

　
　
　
　
　
　

担
当　

後
藤　

一
輝
さ
ん

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

～
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
～ 

２
０
２
０
年
工
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
６
月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
に
実
施
さ
れ
、
製
造
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に
は
、

５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
統
計
調
査

員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
す
る
か
、

国
か
ら
直
接
郵
送
で
届
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
３
２
３
２

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ 

第
11
回
特
別
弔
慰
金
が 

支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
後
75
周
年
に
当
た
り
、
国
と
し
て
弔

慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

令
和
２
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お

い
て
、「
公
務
扶
助
料
」
や
「
遺
族
年
金
」

な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

に
支
給
し
ま
す
。

① 　

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②　

戦
没
者
等
の
子

③ 　

戦
没
者
等
の
⑴
父
母
、
⑵
孫
、
⑶
祖

父
母
、
⑷
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計
関
係
を
有
し
て

い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④ 　

①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限　
令
和
５
年
３
月
31
日

※ 

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
本
特
別
弔
慰
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。

 

市
役
所
社
会
福
祉
課
（
本
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
援
護
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

民生委員・児童委員のマーク

５月・６月は 
赤十字運動月間

　赤十字の活動は、毎年、自治・町内
会を通じて県民の皆さまからお寄せい
ただく協力金（活動資金）や、企業や
団体の皆さまからの寄付金で成り立っ
ています。
　災害時の被災地への医療チーム派遣、
救援物資の配布、救命講習会の実施、
新潟県支部独自の事業として小学校新
１年生に黄色い交通安全帽の無償配布
を県と市の合同で行っています。
　人間のいのちと健康、尊厳を守る赤
十字活動が継続して行えるようご理解
と活動資金へのご協力をお願いします。

 日本赤十字社新潟県支部佐渡市地区 
（社会福祉課地域福祉係）
　☎６３―５１１３

9 市報さど　令和2年5月号



令
和
2
年
6

月
の
行
事
予
定

令
和
2年
5月
10
日
発
行

佐
渡
市
総
務
課
広
報
戦
略
室
　
広
報
広
聴
係
　
☎
02
59
-6
3-
31
11
㈹

○
6
月
の
健
康
相
談
日

受
付

時
間：

9:
00

～
11

:3
0、

13
:0

0～
14

:3
0（

い
ず

れ
の

会
場

も
時

間
は

同
じ

で
す

。）
地

区
日

場
所

お
問

い
合

わ
せ

両
津

３
㈬

両
津

支
所

両
津

支
所

福
祉

保
健

係
☎

27
-2

11
4

相
川

10
㈬

相
川

支
所

相
川

支
所

福
祉

保
健

係
☎

74
-0

33
9

佐
和
田

29
㈪

佐
和

田
保

健
セ

ン
タ

ー

市
民

生
活

課
健

康
推

進
室

保
健

係
☎

63
-3

11
5

金
井

22
㈪

金
井

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

新
穂

29
㈪

ト
キ

の
む

ら
元

気
館

畑
野

16
㈫

畑
野

母
子

健
康

セ
ン

タ
ー

真
野

17
㈬

真
野

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

小
木

３
㈬

小
木

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

羽
茂

支
所

福
祉

保
健

係
☎

88
-3

11
1

羽
茂

９
㈫

羽
茂

支
所

赤
泊

10
㈬

赤
泊

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

※
事

前
に

お
申

し
込

み
を

お
願

い
し

ま
す

。

○
6
月
の
各
種
相
談
日

行
事

名
日

時
場

所
申

し
込

み
お

問
い

合
わ

せ

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談

22
㈪

～
26

㈮
13

:0
0～

17
:0

0
各

土
地

家
屋

調
査

士
事

務
所

事
前

に
要

予
約

土
地

家
屋

調
査

士
会

佐
渡

支
部

☎
52

-6
25

2

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

22
㈪

～
26

㈮
13

:0
0～

17
:0

0
各

司
法

書
士

事
務

所
事

前
に

要
予

約
司

法
書

士
会

佐
渡

支
部

☎
23

-3
55

8

行
事

名
日

時
場

所
申

し
込

み
お

問
い

合
わ

せ

新
潟
県
弁
護
士
会
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
佐
渡
相
談
所

12
㈮

26
㈮

10
:0

0～
12

:3
0

あ
い

ぽ
ー

と
佐

渡
佐

渡
中

央
会

館
前

日
ま

で
に

要
予

約
新

潟
県

弁
護

士
会

☎
02

5-
22

2-
55

33

○
6
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

地
区

日
行

事
内

容
な

ど

り
ょ
う
つ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
両
津
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
11

:3
0、

13
:0

0～
15

:3
0

☎
24

-7
07

7

12
㈮

絵
本

よ
み

き
か

せ

16
㈫

誕
生

会
６

月
生

ま
れ

の
お

と
も

だ
ち

を
お

祝
い

し
ま

す
。

19
㈮

絵
本

よ
み

き
か

せ

23
㈫

身
長

体
重

測
定

身
長

・
体

重
を

測
り

ま
す

。

26
㈮

絵
本

よ
み

き
か

せ

た
か
ち
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
相
川
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
12

:0
0、

13
:0

0～
15

:0
0　

☎
78

-2
95

9
お

で
か

け
支

援
セ

ン
タ

ー
（

あ
い

か
わ

開
発

総
合

セ
ン

タ
ー

）
毎

週
火

曜
日

・
木

曜
日

　
9:

00
～

11
:3

0

11
㈭

身
長

体
重

測
定

身
長

・
体

重
を

測
り

ま
す

。

25
㈭

誕
生

会
６

月
生

ま
れ

の
お

と
も

だ
ち

を
お

祝
い

し
ま

す
。

随
時

絵
本

よ
み

き
か

せ

か
な
い
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
金
井
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
11

:3
0、

13
:0

0～
15

:3
0

（
15

:0
0～

15
:3

0育
児

相
談

）
☎

63
-5

50
5

10
㈬

絵
本

よ
み

き
か

せ

12
㈮

身
長

体
重

測
定

身
長

・
体

重
を

測
り

ま
す

。

17
㈬

絵
本

よ
み

き
か

せ

19
㈮

誕
生

会
６

月
生

ま
れ

の
お

と
も

だ
ち

を
お

祝
い

し
ま

す
。

小
木
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
」
（
小
木
地
区
）

毎
週

月
～

金
曜

日
　

9:
00

～
13

:0
0（

13
:0

0～
14

:0
0育

児
相

談
）

☎
86

-1
12

1

９
㈫

身
長

体
重

測
定

身
長

・
体

重
を

測
り

ま
す

。

16
㈫

誕
生

会
６

月
生

ま
れ

の
お

と
も

だ
ち

を
お

祝
い

し
ま

す
。

18
㈭

絵
本

よ
み

き
か

せ

※
さ

わ
た

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
「

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
す

み
れ

」
は

移
転

準
備

の
た

め
4月

1日
か

ら
休

館
し

て
い

ま
す

。
※

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
行

事
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
各

地
区

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
ま

で
お

願
い

し
ま

す
。

　
都

合
に

よ
り

日
程

が
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

○
6
月
の
行
政
相
談
日

地
区

日
時

場
所

両
津

23
㈫

13
:0

0～
16

:0
0

両
津

福
祉

セ
ン

タ
ー

し
ゃ

く
な

げ

相
川

22
㈪

  9
:0

0～
12

:0
0

あ
い

か
わ

開
発

総
合

セ
ン

タ
ー

佐
和
田

20
㈯

  9
:3

0～
12

:0
0

佐
渡

中
央

会
館

金
井

24
㈬

13
:0

0～
15

:0
0

金
井

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

新
穂

５
㈮

  9
:0

0～
12

:0
0

新
穂

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

畑
野

２
㈫

13
:3

0～
15

:3
0

畑
野

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

真
野

19
㈮

13
:3

0～
15

:3
0

真
野

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

小
木

１
㈪

  9
:0

0～
12

:0
0

小
木

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

羽
茂

10
㈬

10
:0

0～
12

:0
0

羽
茂

農
村

環
境

改
善

セ
ン

タ
ー

赤
泊

17
㈬

13
:3

0～
16

:3
0

赤
泊

福
祉

保
健

セ
ン

タ
ー

や
す

ら
ぎ

※
 行

政
相

談
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
本

庁
、

各
支

所
・

行
政

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
地

域
支

援
係

ま
で

お
願

い
し

ま
す

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、行

事
が

中
止

ま
た

は
延

期
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。ご

了
承

く
だ

さ
い

。

10

募
　
　
集

行
政
改
革
推
進
委
員
募
集

　

行
政
改
革
の
推
進
に
当
た
り
広
く
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
行
政
改

革
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査
や
審
議
を

行
い
ま
す
。

募
集
人
員　
３
人
以
内

任�

期　
任
命
の
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
末

日
ま
で

応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方

・
18
歳
以
上
で
、
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・ 

市
の
他
の
５
つ
以
上
の
附
属
機
関
の
委

員
で
な
い
方

・ 

市
の
議
会
議
員
、
行
政
委
員
会
の
委
員

ま
た
は
市
職
員
で
な
い
方

日
程　
年
５
回
程
度

報
酬
（
日
額
）　
５
，
３
０
０
円

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
応
募
用

紙
は
企
画
課
（
本
庁
舎
３
階
）
に
備
え

付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

５
月
29
日
㈮

※ 

委
員
に
決
定
し
た
方
へ
の
資
料
な
ど
の
送
付
は

原
則
、電
子
メ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
。使
用
可
能

な
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

企
画
課
行
革
推
進
係　

　

☎
63
―
３
８
０
２

公営住宅の入居者を募集します
　入居には、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。�
　市ホームページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階） 募集
戸数

建築
年度 構造 間取 月額家賃（円）

両 津

大野第1住宅（２、３階） ２ H9 耐火構造３階建て 3LDK 25,500～50,000

大野第2住宅（１、２、３階） 6 H14 耐火構造３階建て 2LDK 38,000

原黒住宅 1 H11 木造２階共同建て 3DK 22,400～44,000

相 川 栄町団地野かんぞう棟（１階） 1 H3 耐火構造３階建て 2DK 17,600～34,600

佐和田 沢根田上住宅 1 H6 木造平屋一戸建て 3DK 20,300～39,900

金 井
木戸沢第３住宅（２階） 1 H9 木造２階共同建て 3DK 18,200～35,700

千種西下住宅 1 H16 木造２階共同建て 2LDK 24,100～47,300

新 穂 瓜生屋第1住宅 1 H9 木造平屋長屋建て 2DK 13,400～26,300

真 野 新町団地 3 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000

 5月29日㈮　午後５時　入居予定　6月下旬
・   建設課住宅・都市計画係　☎６３―５１１８ 

各支所産業建設係、各行政サービスセンター 
地域支援係
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お
知
ら
せ

９
月
30
日
ま
で 

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施 

　
　
　
　
　

し
て
い
ま
す

　

市
役
所
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
・

国
民
運
動
「CO

O
L CH

O
ICE

（
ク
ー
ル

チ
ョ
イ
ス
）
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
室

温
を
28
℃
に
し
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
（
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
、
軽
装
の
推
進
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
を
訪
れ
る
皆

さ
ま
も
軽
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

環
境
対
策
課
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

　お詫びと訂正　
　先月お配りしました「ごみの分別ガイドブック
（令和２年４月～保存版）」５ページ中、「ペット
ボトル拠点回収ボックス設置場所」の記載に誤り
がありました。お詫びして訂正いたします。

誤　【真野地区】Ａコープ真野店
正　【真野地区】マツヤ真野店

環境対策課クリーン推進係　☎６３―３１１３

特定空家等に関して、必要な措置を命じるべき者を確知できないため、公告を行いました。

告示第１２６号
　空家等対策の推進に関する特別措置法（平成２６年法律第１２７号）第２条第２項に規定する特定
空家等と認められる次の建築物について、その所有者又は管理者（以下、「所有者等」という。）を確
知できないため、同法第１４条第１０項後段の規定により公告する。

　令和２年４月２８日
佐渡市長　渡辺　竜五　

１　当該建築物の所在
　　佐渡市河崎１６７５番地

２　当該建築物の家屋番号等
　　家屋番号　：１６７５番の１
　　種類　　　：居宅
　　構造　　　：木造板葺平家建
　　延べ面積　：９３．２２㎡（実測値：約７４．８㎡）

３　所有者等が行うべき措置の内容　　当該建築物の除却

４　措置の期限　　令和２年５月２９日
　 　期限までに措置が行われない場合は、市長又はその命じられた者若しくは委任した者（以下、「市
長等」という。）が、当該措置を行う。

５　動産等の取扱
　 　市長等が当該建築物の除却を行うときは、建築物の内部及びその敷地に残置されている動産等を
撤去処分する。

　 　動産等について権利等を主張しようとする者は、措置の期限までに運び出し、又はその物を指定
して保管し、若しくは引き渡すよう、下記問い合わせ先へ通知すること。

６　問い合わせ先
　　佐渡市環境対策課
　　電話　０２５９－６３－３１１３　　ＦＡＸ　０２５９－６３－２７５０

11 市報さど　令和2年5月号



12

魅力ある「しまづくり」のために、あなたの力を活かしませんか！

令和３年度採用　佐渡市職員採用試験を行います
１　職種、第１次試験日、採用予定人員

職種
第１次試験日・採用予定人員

前期試験
７月１２日㈰

後期試験
９月２０日㈰

一般事務（大学卒業程度） ５人程度 －

建築技師 若干名

追加募集を行う場合が
あります。

文化財調査員 若干名

保健師 ５人程度

保育士 若干名

介護員 若干名

看護師または准看護師 ５人程度

薬剤師 若干名

診療放射線技師 若干名

臨床検査技師 若干名

一般事務（高校卒業程度） － ５人程度

総合土木（高校卒業程度） － 若干名

消防士または救急救命士 － 若干名

※ 後期試験では、上記のほかに職種を追加する場合があります。その場合は、市ホームページなどであらためてお知らせします。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、試験日および会場等が変更になる場合があります。
※受験申し込みは、年度を通じて１つの職種に限ります。

２　試験会場
　　【佐渡会場】市役所本庁舎（千種２３２番地）
　　【東京会場】大正大学巣鴨校舎（東京都豊島区西巣鴨３丁目２０番１号）

３　受付期間・受付時間
　　【前期試験】５月１１日㈪～６月１０日㈬　郵送の場合も６月１０日必着
　　【後期試験】７月１０日㈮～８月１８日㈫　郵送の場合も８月１８日必着
　　午前８時３０分～午後５時３０分まで（土・日曜日、祝日を除く）

４　その他
　　 詳細は、市ホームページまたは市役所総務課（本庁舎２階）、各支所・行政サービスセンターに備え付

けの募集要項をご覧ください。

５　お問い合わせ・申込書提出先
　　〒９５２－１２９２　千種２３２番地
　　総務課人事係　☎６３－３１１１

市報さど　令和2年5月号



令和元年の火災発生状況
　令和元年の火災件数は 28 件と平成 30 年の 32 件に比べ、４件減少しました。しかし、建物火災が 22
件と圧倒的に多く、うち 17 件が住宅火災で建物火災全体の 77.3％を占めています。火災による死者数は、
建物火災により３人が亡くなられ、死者が発生しなかった前年に比べ増加しました。
　住宅用火災警報器を正しく設置していれば、大事に至らずに済んだ可能性があります。逃げ遅れを防ぐ
ため、何より大切な命を守るため住宅用火災警報器を設置してください。
　また、すでに設置された住宅用火災警報器は、月に１回ボタンを押したり、ひもを引いて正常に作動す
るか確認してください。住宅用火災警報器は古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知し
なくなることがあるため、１０年を目安に交換しましょう。

日常の火の取り扱いには十分注意し、必ず火の元を点検する習慣をつけましょう。

地区別火災件数
区分

地区名

件数

件数の内訳 焼損棟数 死傷者数

建物 林野 車両 船舶 その他 全焼 半焼 部分焼 ぼや 死�者 負傷者住宅
火災

両　津 7 6 4 1 11 2 3 3 3 5

相　川 6 4 3 1 1 8 4 1 2

佐和田 3 3 3 1 2 1

金　井 3 3 2 1 1 1

新　穂 1 1 1 1 1

畑　野 2 1 1 1 1 4 1

真　野 4 2 2 1 1 8 3 1 1

羽　茂 1 1 1 1

赤　泊 1 1 1 1

合　計 28 22 17 2 1 1 2 31 8 16 6 3 9
※小木地区では、火災の発生はありませんでした。

出火原因別
原因

種別

件数

件数の内訳 死傷者数

こ
ん
ろ

た
ば
こ

ス
ト
ー
ブ

配
線
器
具

電
灯・電
話

等
の
配
線

火
入
れ

風
呂
・

か
ま
ど

灯
火

た
き
火

放
火

そ
の
他

不
明
・�

調
査
中

死
者

負
傷
者

建物 22 4 1 1 1 4 2 1 1 1 5 1 3 6

林野 2 2 2

車両 1 1

船舶 1 1

その他 2 1 1 1

計 28 4 1 1 1 6 2 2 1 1 1 7 1 3 9

お問い合わせ　消防本部予防課予防係　☎５１―０１２３
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世
界
遺
産
登
録
と
は
？

　

３
月
末
に
県
と
市
は
、
７
月
の
国
内
候

補
選
定
を
目
指
し
、
文
化
庁
に
推
薦
書

（
原
案
）
を
提
出
し
ま
し
た
。
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

世
界
遺
産
は
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
締

結
さ
れ
た
「
世
界
遺
産
条
約
」
に
基
づ
き
、

人
類
共
通
の
「
宝
物
」
を
国
際
社
会
が
協

力
し
て
守
り
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
、

来
訪
者
の
受
入
態
勢
を
強
化
す
る
た
め
、

平
成
31
年
４
月
に
佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
「
き
ら
り
う
む
佐
渡
」
を
開
館
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
で
は
、
遺
跡
全
体
の

価
値
を
映
像
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
、
来
訪
者
の
現
地
へ
の
誘
導
や
情
報
発

信
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
と
の
交
流
拠
点
施
設

と
な
る
旧
西
三
川
小
学
校
笹
川
分
校
の
改

修
工
事
や
鶴
子
銀
山
の
解
説
・
案
内
看
板

の
設
置
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
金
銀
山
は
、
４
０
０
年
に
わ
た
る

鉱
山
社
会
の
変
遷
が
絵
巻
物
な
ど
の
史
料

や
現
地
に
お
い
て
目
の
当
た
り
に
で
き
る

世
界
的
に
も
貴
重
な
遺
跡
で
す
。

　

こ
の
「
佐
渡
の
宝
」
が
「
世
界
の
宝
」

と
な
り
、
貴
重
な
文
化
遺
産
を
将
来
に

渡
っ
て
保
護
・
保
存
す
る
た
め
に
、
早
期

の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
全
力
で
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。世

界
遺
産
推
進
課　

☎
63
―
５
１
３
６

佐
渡
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
24
日
、
佐
渡
市
歴
史
的
風ふ
う

致ち

維
持

向
上
計
画
が
文
部
科
学
大
臣
・
農
林
水
産

大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
か
ら
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
月
末
現
在
、
全
国
で
は
81
市
町
が
認

定
を
受
け
て
お
り
、
各
地
で
ま
ち
な
み
の

保
存
や
、
歴
史
的
建
造
物
の
修
理
修
景
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指

す
鉱
山
町
相
川
を
重
点
区
域
に
定
め
、
古

く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
歴
史

的
景
観
や
文
化
遺
産
を
守
り
、
そ
れ
ら
を

活
か
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆

さ
ま
や
行
政
な
ど
で
推
進
す
る
た
め
に
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
令
和
11
年
度
ま
で
の
10
年
間
に

24
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
佐
渡
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

 
世
界
遺
産
推
進
課
文
化
財
室

　

文
化
財
保
護
係　

☎
63
―
３
１
９
５

14

桜が満開の「間ノ山搗鉱場」

佐渡市歴史的風致維持向上計画認定証
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介
護
保
険
は
、
来

る
べ
き
超
高
齢
化
社

会
を
支
え
る
制
度
と

し
て
２
０
０
０
年
に

創
設
さ
れ
、
今
年
で

20
年
に
な
り
ま
す
。

　
先
日
「
病
院
か
ら
介
護
認
定
を
受
け

る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
け
れ
ど
、
次
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
」
と
相
談
に
来
ら
れ
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
介
護
保
険
と
い
う
名

前
は
ご
存
知
で
も
、
実
際
の
困
り
ご
と

が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
利
用
方
法
は
詳

し
く
わ
か
ら
な
い
の
も
当
然
で
す
。
確

か
に
、
介
護
保
険
は
社
会
情
勢
に
合
わ

せ
て
、
定
期
的
に
改
正
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
困
っ
た

と
き
に
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
の
い
る
事
業
所
に
相
談
す
る

と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
介
護
支
援
専
門
員
と
い
う
職
種

は
、
介
護
保
険
制
度
と
一
緒
に
登
場
し

ま
し
た
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
の
が
、
介
護
支
援
専

門
員
の
役
割
の
一
つ
で
す
。

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
冒
頭
部
分
に
は
、
自

分
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
ど
の

よ
う
な
生
活
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
か

を
記
載
す
る
「
利
用
者
お
よ
び
家
族
の

生
活
に
対
す
る
意
向
」
と
い
う
欄
が
あ

り
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
そ
の
方
の
生

活
を
支
え
る
計
画
で
す
。
ぜ
ひ
今
の
う

ち
か
ら
、
ご
自
分
と
ご
家
族
の
望
む
生

活
を
一
緒
に
話
し
合
っ
た
り
、
ご
自
分

の
言
葉
と
し
て
記
録
に
残
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に

し
て
、
介
護
支
援
専
門
員
と
一
緒
に
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
く
と
良
い
と

思
い
ま
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは
両
津
病
院
　
猪
股
医
療
介
護
連
携
室
長

「
二
十
歳
の
介
護
保
険
」

篠
笛
で
新
た
な
伝
統
づ
く
り

　

創
立
10
周
年
の
と
き
、
篠
笛
奏
者

の
狩
野
泰
一
さ
ん
か
ら
前
浜
中
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
お
囃
子
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
き
、
篠
笛
や
太
鼓
、
チ
ャ
ッ
パ
な

ど
の
和
楽
器
を
使
っ
て
演
奏
し
て
い

ま
す
。

  

生
徒
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
週
に

２
日
の
練
習
と
年
３
回
、
狩
野
さ
ん

か
ら
指
導
を
受
け
て
篠
笛
演
奏
の
技

術
を
高
め
て
い
ま
す
。
毎
年
、
生
徒

が
話
し
合
っ
て
演
奏
の
隊
形
や
動
き

を
創
作
し
、
前
浜
小
の
児
童
と
と
も

に
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
で
地
域
に

披
露
し
ま
す
。

　

篠
笛
は
お
け
さ
や
甚
句
、
歌
舞
伎

な
ど
地
域
の
伝
統
芸
能
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
篠
笛
で
奏

で
る
こ
と
で
洋
楽
器
と
は
異
な
る
曲

調
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
伝

統
の
継
承
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
新

た
な
感
覚
で
新
た
な
伝
統
を
築
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

篠
笛
演
奏
を
始
め
て
15
年
が
過
ぎ
、

篠
笛
を
吹
け
る
卒
業
生
も
増
え
、
運

動
会
で
児
童
生
徒
と
Ｏ
Ｂ
の
コ
ラ
ボ

も
企
画
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
伝
統

と
し
て
根
付
い
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

前前  

浜浜  

中中  

学学  

校校

が
ん
ば
っ
て
ま
す

が
ん
ば
っ
て
ま
す学

校
教
育
課　

☎
58
―
７
３
５
１

生徒に指導する狩野泰一さん

文化祭での篠笛演奏発表

15 市報さど　令和2年5月号
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　ご芳志は、主にエサ場や営巣林などの環境の整備やボランティアの支援、野生復帰の取り組みを広く
知ってもらうためのセミナーの開催やガイドの養成などの普及啓発活動に活用しています。

トキ野生復帰にむけて 182

佐渡市トキ環境整備指定基金への皆さんの温かいご寄付ありがとうございました！

総額7,086,430円 令和元年度
（平成31年４月～令和２年３月）

寄付者名 住所

新潟市立月潟小学校　様 新潟市

村山　忠利　様 柏崎市

三条市立栄北小学校　様 三条市

ときわ会　様 新潟市

笠井　淳子　様 佐渡市

佐渡興産有限会社　様 佐渡市

株式会社メニコン　様 愛知県名古屋市

株式会社イトーヨーカ堂　様 東京都千代田区

高橋農園有限会社　様 佐渡市

コープデリ生活協同組合　様 埼玉県さいたま市

佐渡農業協同組合　様 佐渡市

寄付者名 住所

株式会社アクア・グリーン佐渡ヶ島　様 佐渡市

農事組合法人大和田営農組合　様 佐渡市

トキの田んぼを守る会　様 佐渡市

農事組合法人長畝生産組合　様 佐渡市

新潟県佐渡地域振興局　様 佐渡市

綱島　美枝子　様 東京都大田区

トキファンクラブ研修参加者一同　様 佐渡市

佐渡汽船運輸株式会社　様 佐渡市

八幡小学校 5年生　様 佐渡市

松井　三生　様 佐渡市

半澤　鈴之介　様 福井県坂井市

※公表の承諾をいただいた方のみ記載しています。（順不同）

農業政策課トキ保護係
　☎２４―６５５０

エサ場整備の様子トキ野生復帰セミナーの様子

市報さど　令和2年5月号



　
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
フ
リ
マ
ア
プ
リ
は
、

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
当

事
者
間
で
解
決
す
る
よ
う
利
用
規
約
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
禁
止
行
為
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、

未
成
年
者
の
利
用
に
関
す
る
相
談
の
例
も
あ
り

ま
す
。
取
引
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
利
用

規
約
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
は
絶
対
に
行
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

生活情報生活情報
　　さど　　さど

首
都
圏
で
の
佐
渡
の
文
化
芸
能
活
動
の
紹
介

　

首
都
圏
佐
渡
連
合
会
で
は
、
市
が
推
進
す
る
産
業
振
興
、
観
光
、

文
化
芸
能
な
ど
に
関
わ
る
首
都
圏
で
の
活
動
の
支
援
と
情
報
発
信
、

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
芸
能
活
動
で
は
、
第
一
に
「
文
化
講
演
会
」
を
毎
年
開
催

し
て
、
佐
渡
の
文
化
・
歴
史
・
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
専
門
家
の
講

話
を
通
じ
て
首
都
圏
へ
広
く
情
報
発
信
、
佐
渡
の
知
名
度
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
13
回
目
と
な
る
文
化
講
演
会
で
は
、
金
井
地
区
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
岩

田
雅
先
生
を
お
招
き
し
て
、
「
国
際
問
題
に
取
り
組
ん
だ
佐
渡
先
達
の
軌
跡
と
知
恵
」

と
題
し
て
、
佐
渡
の
３
人
の
先
達
（
有
田
八
郎
さ
ん
、
本
間
雅
晴
さ
ん
、
北
一
輝
さ

ん
）
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
現
在
の
佐
渡
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
を
語
っ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

第
二
の
文
化
芸
能
活
動
で
は
、
首
都
圏
で
の
佐
渡
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
佐
渡
市

姉
妹
都
市
（
国
分
寺
市
・
入
間
市
）
お
よ
び
友
好
都
市
（
荒
川
区
）
に
お
け
る
祭
典
」

や
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
（
全
国
の
島
々
が
集
ま
る
祭
典
）
」
、
「
佐
渡
物
産
展
」
な
ど
で

の
佐
渡
民
謡
披
露
に
よ
る
誘
客
と
、
佐
渡
の
宣
伝
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
佐
渡
の
物
産

販
売
や
観
光
宣
伝
の
側
面
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

※ 

首
都
圏
佐
渡
連
合
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
文
責
：
首
都
圏
佐
渡
連
合
会
・
文
化
芸
能
部
会
長　

伊
豆
野　

泰
弘
）

 

ワ
ァ
ッ
き
れ
い

　 

こ
こ
は
ど
こ
だ

　
　
　
さ
ど
だ
っ
ち
ゃ

お問い合わせ　消費生活センター
（平日）午前９時～午後４時　☎５７－８１４３

　
個
人
同
士
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
軽
に
商
品
を
取
引
で
き
る

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
フ
リ
マ
ア
プ
リ
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
①
】

　

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
ブ
ラ
ン
ド
品
を
購
入
し
た
が
、
偽
物
で

あ
っ
た
。
返
品
を
要
請
す
る
と
、
「
本
物
を
偽
物
と
す
り
替
え
て
返
品

す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

【
事
例
②
】

　

フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
購
入
し
た
商
品
に
不
具
合
が
あ
っ
た
の
で
、
出
品

者
に
返
品
し
よ
う
と
し
た
が
応
じ
て
く
れ
な
い
。
ア
プ
リ
運
営
事
業
者

に
相
談
し
た
が
、
当
事
者
間
で
話
し
合
う
よ
う
言
わ
れ
た
。

ネットオークションやフリマアプリネットオークションやフリマアプリでのでの

トラブルに注意トラブルに注意！！
消費者ホットライン
☎１

い

８
や

８
や

（嫌
いや

や！泣き寝入り）

アドバイス
ADVICE

令和元年度
「佐渡を美しくする会」

標語コンクール 
作品紹介

優
秀
賞
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地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  保護者 たんじょう

両　津 椿 建　部　ヨシコ 93 2.26
　〃 住吉 石　川　カ　セ 95 2.28
　〃 住吉 石　川　往　雄 87 2.28
　〃 下久知 小　野　マチ子 87 2.29
　〃 下久知 計　良　　　勇 84 2.29
　〃 加茂歌代 中　川　サマ子 89 2.29
　〃 北鵜島 藤　澤　共　吾 82 3.  3
　〃 両津大川 小　間　ハルミ 89 3.  5
　〃 両津福浦一丁目 岩　原　房　江 93 3.  7
　〃 梅津 齋　藤　　　實 87 3.10
　〃 上横山 田　中　忠　夫 88 3.11
　〃 浜田 平　田　正　幸 92 3.13
　〃 両津夷新 磯　野　敏　雄 90 3.14
　〃 月布施 土　屋　サツキ 90 3.14
　〃 馬首 齋　藤　百合子 88 3.15
　〃 両津湊 戸　田　晴　男 88 3.19
　〃 両津湊 塚　本　利　治 85 3.21
　〃 椿 戸　田　エ　ツ 94 3.21
　〃 椎泊 棚　田　藤　一 74 3.22
　〃 梅津 　　桐　武　雄 94 3.23
相　川 稲鯨 大　地　征　子 78 2.26
　〃 北片辺 平　下　義　満 63 2.26
　〃 北狄 斎　藤　富美惠 90 2.27
　〃 小川 　　地　シ　カ 97 3.  9
　〃 北狄 根　津　チヱ子 88 3.11
　〃 大倉 清　水　和　枝 80 3.13
　〃 高瀬 宇　田　頼　弘 87 3.15
　〃 達者 三　浦　𠮷　直 53 3.20
　〃 小田 梶　井　娃　子 90 3.22
　〃 達者 和　倉　千惠子 88 3.23
　〃 戸地 山　本　チヱ子 91 3.24
佐和田 真光寺 谷地田　チ　ヱ 92 2.26
　〃 真光寺 髙　本　ヤ　エ 89 2.27
　〃 上長木 伊　藤　和　仁 79 3.  3

佐和田 中原 木　村　照　義 84 3.  5
　〃 河原田諏訪町 高　木　タ　ツ 91 3.  5
　〃 真光寺 本　間　イ　ト 100 3.11
　〃 八幡 本　間　フミヨ 95 3.13
　〃 二宮 中　山　美智雄 86 3.14
　〃 沢根五十里 須　田　雅　次 81 3.21
金　井 中興 植　田　サ　キ 99 2.28
　〃 泉 髙　橋　源　次 92 2.29
　〃 水渡田 野　㞍　由　依 33 3.  3
　〃 大和 　　地　　　巖 88 3.  6
　〃 中興 計　良　　　二 94 3.17
　〃 千種 伊　藤　　　作 93 3.19
　〃 千種 山　川　小枝子 81 3.21
　〃 金井新保 児　玉　卓　治 91 3.23
新　穂 新穂 坂　下　柳太郎 77 2.29
　〃 新穂正明寺 土　屋　春　子 82 3.  2
　〃 新穂長畝 土　屋　忠　司 80 3.13
畑　野 畑野 山　川　久　晴 78 3.  5
　〃 寺田 　　池　康　雄 71 3.  6
　〃 浜河内 川　岸　　　博 84 3.13
　〃 三宮 鈴　木　　　茂 92 3.15
　〃 小倉 後　藤　ハルミ 88 3.21
真　野 竹田 遠　藤　フ　ミ 91 2.24
　〃 大小 金　子　新　一 71 3.13
　〃 真野新町 中　川　精　一 88 3.16
　〃 竹田 三　好　　　正 79 3.17
　〃 名古屋 三　條　　　慧 78 3.19
　〃 西三川 山　田　耕　作 91 3.20
小　木 田野浦 本　間　ジユン 86 3.  1
　〃 沢崎 坂　口　利　幸 55 3.20
　〃 小木木野浦 小　林　弥　一 95 3.24
羽　茂 羽茂本郷 佐久間　ミツイ 91 3.  4
赤　泊 莚場 戸　端　キ　ヨ 96 3.  7
　〃 赤泊 北　　　　　知 88 3.  9
　〃 三川 松　澤　寬　治 86 3.19

佐和田 中原 木　村　照　義 84 3.  5
　〃 河原田諏訪町 高　木　タ　ツ 91 3.  5
　〃 真光寺 本　間　イ　ト 100 3.11
　〃 八幡 本　間　フミヨ 95 3.13
　〃 二宮 中　山　美智雄 86 3.14
　〃 沢根五十里 須　田　雅　次 81 3.21
金　井 中興 植　田　サ　キ 99 2.28
　〃 泉 髙　橋　源　次 92 2.29
　〃 水渡田 野　㞍　由　依 33 3.  3
　〃 大和 　　地　　　巖 88 3.  6
　〃 中興 計　良　　　二 94 3.17
　〃 千種 伊　藤　　　作 93 3.19
　〃 千種 山　川　小枝子 81 3.21
　〃 金井新保 児　玉　卓　治 91 3.23
新　穂 新穂 坂　下　柳太郎 77 2.29
　〃 新穂正明寺 土　屋　春　子 82 3.  2
　〃 新穂長畝 土　屋　忠　司 80 3.13
畑　野 畑野 山　川　久　晴 78 3.  5
　〃 寺田 　　池　康　雄 71 3.  6
　〃 浜河内 川　岸　　　博 84 3.13
　〃 三宮 鈴　木　　　茂 92 3.15
　〃 小倉 後　藤　ハルミ 88 3.21
真　野 竹田 遠　藤　フ　ミ 91 2.24
　〃 大小 金　子　新　一 71 3.13
　〃 真野新町 中　川　精　一 88 3.16
　〃 竹田 三　好　　　正 79 3.17
　〃 名古屋 三　條　　　慧 78 3.19
　〃 西三川 山　田　耕　作 91 3.20
小　木 田野浦 本　間　ジユン 86 3.  1
　〃 沢崎 坂　口　利　幸 55 3.20
　〃 小木木野浦 小　林　弥　一 95 3.24
羽　茂 羽茂本郷 佐久間　ミツイ 91 3.  4
赤　泊 莚場 戸　端　キ　ヨ 96 3.  7
　〃 赤泊 北　　　　　知 88 3.  9
　〃 三川 松　澤　寬　治 86 3.19

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 平松 藤　井　佑　友 直也 2.19
　〃 両津湊 鈴　木　美　澪 路彦 3.  6
　〃 加茂歌代 関　川　義　悠 義貴 3.11
　〃 住吉 石　川　桜　空 善一 3.20
相　川 相川左門町 安　藤　歳　三 勇 2.19
　〃 相川大浦 秋　野　愛ノ志 恭兵 3.17
佐和田 河原田本町 佐　藤　　　守 大夢 2.16

佐和田 東大通 本　間　羚　琉 祐輔 2.20
　〃 中原 岩　﨑　凌　優 直也 2.21
金　井 三瀬川 中　島　幸　柊 錬 2.24
　〃 千種 遠　藤　凛　桜 龍嘉 2.28
　〃 千種 江　口　結　菜 裕文 3.  8
真　野 竹田 平　野　公　誠 翔大 2.19
小　木 小木木野浦 北　嶋　志　帆 修平 3.  1
赤　泊 赤泊 風　間　一　凛 徹 2.29

（ゆうと）

（みお）

（あきひさ）

（はる）

（としぞう）

（あいのしん）

（まもる）

（れいる）

（りょうゆう）

（ゆきと）

（りお）

（ゆな）

（こうせい）

（しほ）

（いちか）
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（単位：人・世帯）

畑野図書室の様子

▲

▲４月の展示は「手帳」いろいろと文房具（中央図書館）

中央図書館　☎63-2800

図書館だより
　　畑野図書室は、棚などの配置換えを行い、室内をリニューア

ルしました。閲覧スペースが増え、ゆっくりと本を読むことが
できます。
　また、中央図書館では、新たに旅行関係ガイドブックコー
ナー、金山・トキ・ジオパーク関連コーナーを設置しました。
　詳しくは各窓口にお声掛けください。

何を読もうか迷ったら
展示コーナーを見てみませんか？
　図書館・図書室では、独自のテーマに沿って本を紹介する展示コーナーを
設け、毎月、職員が選んだおすすめの本が並んでいます。自分で本を探す
時とは違った発見があるかもしれません。貸し出しもできますので、ぜひ展
示コーナーをのぞいてみてください。

畑野図書室・中央図書館リニューアルしました

※新型コロナウイルス感染症拡大防止により、臨時休館する場合があります。

市報さど　令和2年5月号

戸籍の窓 2.25～3.25届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

市民生活課　戸籍係　☎６３－５１１２

地区名 男 女 合計 世帯数
両 津 5,824(-48) 6,335(-58) 12,159(-106) 5,426(-28) 
相 川 2,966(-19) 3,134(-35) 6,100(-54) 2,902(-10) 
佐和田 4,113(-49) 4,370(-20) 8,483(-69) 3,992(-27) 
金 井 3,027(-31) 3,230(-32) 6,257(-63) 2,744( -23) 
新 穂 1,740(  -8) 1,842(  -9) 3,582(-17) 1,631(  -4) 

地区名 男 女 合計 世帯数
畑 野 1,982(  -1) 2,205(-11) 4,187(-12) 1,810(   6) 
真 野 2,199(-15) 2,416(-16) 4,615(-31) 1,855(  -1) 
小 木 1,326(-12) 1,366(  -6) 2,692(-18) 1,122(  -2) 
羽 茂 1,533(  -7) 1,681(  -3) 3,214(-10) 1,222(  -7) 
赤 泊 1,142(  -3) 1,132(  -6) 2,274(  -9) 874(  -3) 

○人口と世帯数　3月31日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男 25,852人（-193人）女 27,711人（-196人）合計 53,563人（-389人）世帯数 23,578世帯（-99世帯）



ジオパーク、推進日記　109加茂湖を一望できる
ベストポイントに看板設置！

　佐渡ジオパークでは皆さんにご紹介したい見どころ
（サイト）を設定すると同時に、その場所の価値を説
明する看板の整備を進めています。
　今回は見どころの 1 つ「加茂湖」を説明する看板を
新たに設置したのでご紹介します。
　加茂湖は新潟県で一番大きい湖です。両津地区にあ
る諏

す

訪
わ

神社や樹
き

崎
ざき

神社などからは加茂湖の良い風景を
見ることができますが、今回新たに看板を設置したの
は、佐渡汽船両津港ターミナル最上階の展望室（朱鷺
神社がある場所）です。
　「なんでそんなところに…？」と思われるかもしれ
ません。実はこの場所から加茂湖の全景を眺めること
ができるのです！佐渡汽船乗り場から近く便利なこと
から、佐渡ジオパークガイドの案内コースにも組み込まれている場所です。
　皆さんも、この新しい看板のある場所に訪れて加茂湖の「なぜ？」を学んでみましょう！

社会教育課ジオパーク推進室　☎２７―２１６２

加茂湖一望の場所に看板を設置しました

畑野図書室の様子
▲

▲４月の展示は「手帳」いろいろと文房具（中央図書館）

中央図書館　☎63-2800

図書館だより
　　畑野図書室は、棚などの配置換えを行い、室内をリニューア

ルしました。閲覧スペースが増え、ゆっくりと本を読むことが
できます。
　また、中央図書館では、新たに旅行関係ガイドブックコー
ナー、金山・トキ・ジオパーク関連コーナーを設置しました。
　詳しくは各窓口にお声掛けください。

何を読もうか迷ったら
展示コーナーを見てみませんか？
　図書館・図書室では、独自のテーマに沿って本を紹介する展示コーナーを
設け、毎月、職員が選んだおすすめの本が並んでいます。自分で本を探す
時とは違った発見があるかもしれません。貸し出しもできますので、ぜひ展
示コーナーをのぞいてみてください。

畑野図書室・中央図書館リニューアルしました

※新型コロナウイルス感染症拡大防止により、臨時休館する場合があります。

市報さど　令和2年5月号19
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佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールしてください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務課広報戦略室 
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

SNS で情報発信中

Twitter Facebook LINE

お問い合わせ　佐渡博物館　☎５２―２４４７

特別展シリーズ
「宮本常一写真で読む佐渡４」 道

みち

　特別展シリーズ「宮本常一写真で読む
佐渡」第４回が、佐渡博物館で開催中
です。
　今回のテーマは「道」です。佐渡に繰
り返し訪れた民俗学者・宮本常一は、道
に強い関心を示し、多くの写真を残して
います。
　展示では、宮本写真と大学グループが
地域で調査した結果を併せてお楽しみい
ただけます。ノスタルジー溢れる空間に
お越しください。

会 場 佐渡国小木民俗博物館
展示期間 6 月 15 日㈪～ 9月 30日㈬まで
開館時間 午前8時30分～午後5時（最終入館 午後4時30分）
入場料 大人 500 円、小・中学生 200 円

会 場 佐渡博物館
展示期間 5 月 31 日㈰まで
開館時間 午前8時30分～午後5時
入場料 大人 500 円、小・中学生 200 円

 ５月は消費者月間です 

テーマ   豊かな未来へ 
～『もったいない』から始めよう！～

　皆さんの日々の消費が現在および将来の社会や環境などとつな
がっていることを多くの消費者が意識することが大切です。食品
ロス削減を始め、消費を通じた豊かな未来づくりを目指していき
ましょう。

お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時～午後４時
　　　　　　　☎５７―８１４３

※新型コロナウイルス感染症拡大防止により、臨時休館や展示期間を変更する場合があります。

リヤカー（千本）


